
（単位：億円）〈貯金残高の推移〉
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（単位：億円）〈有価証券残高の推移〉
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　JAの自己運用残高の増Ճにともないલ期
比544ԯԁ減গし、１ஹ9,507ԯԁとなり
ました。

　資金運用ޮ率の上と金利リスクྔの
減を図るため、利ճりの高いࣾ債等への
資を行うҰ方、年ݶのいࠃ債のച却を行ͬ
た݁Ռ、લ期比803ԯԁ減গの6,829ԯԁ
となりました。

内֎のҰݝ内の農業・৯品関連企業ݝ　
ൠ企業等への資金ఏҊおよび取引֦େに
めたҰ方で、金融機関に対する貸が減গ
した݁Ռ、લ期比25ԯԁ減গし、2,647ԯ
ԁとなりました。
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（単位：億円）〈損益の推移〉
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（単位：億円、％）〈自己資本額・自己資本比率の推移〉
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　自己資本額がલ期比で増Ճし、1,292ԯ
ԁとなͬたことにՃえ、運用資産残高の減
গによりリスクアηοτが減গした݁Ռ、
自己資本比率はલ期比0�25ϙインτ上ঢの
12�96ˋとなりました。
　なお、同比率は、҆શج準とされるࠃ内
準の８ˋを上ճͬておجࡍࠃ、ˋ準の４ج
り、高い҆શ性・݈શ性をҡ࣋しています。

　有価証券運用利ճり上ঢ等により、経常
利益はલ期比３ԯԁ増Ճし、30ԯԁとなり
ました。また、当期剰余金はલ期比６ԯԁ
増Ճし、31ԯԁとなりました。
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